
NCU PICK UP
プレスリリース期間

2026.3.1
～2026.5.31

Point

医学研究科 大矢 幸弘 特任教授、野村 孝泰 研究員関係する主な本学教員

「Allergy」オンライン版に2026年3⽉15⽇に掲載

乳児期のアトピー早期強化治療、3歳時点でも食物アレルギーを
抑制～早期介入で卵アレルギーも有意に減少～

Point

医学研究科 大矢 幸弘 特任教授関係する主な本学教員

「The Allergy」に2026年2⽉21⽇にオンライン掲載

○乳児期早期に発症したアトピー性皮膚炎に対す
る早期強化治療が、3歳時点でも食物アレル
ギーの有病率低下と関連することを、多施設共
同ランダム化比較試験 に基づく長期追跡研究
として世界で初めて明らかにした。

○乳児期のアトピー性皮膚炎に対して早期から十
分に炎症をコントロールすることが、食物アレル
ギーの長期的な予後やアトピー性皮膚炎のコン
トロールに影響を与える可能性を示した。

○近年増加している食物アレルギーの背景を
考える上で、少子化や核家族化などの家庭
環境の変化に着目した新たな視点を示す知
見である。

○エコチル調査の約7万人の出生コホート
データを用い、家族人数と小児食物アレル
ギーの関連を解析した結果、家族人数が少
ない家庭ほど子どもの食物アレルギーの割
合が高い傾向があることが明らかになった。

家族人数が少ない家庭ほど子どもの食物アレルギーが多い傾向
―エコチル調査7万人の出生コホート解析―

Point

関係する主な本学教員

痛みと暑さを避けるために重要な脂質を発見
～エーテルリン脂質は、痛覚と温度覚のセンサー分子機能を保つ～

なごや先端研究開発センター 富永真琴 特任教授

「iScience」オンライン版に2026年3⽉18⽇に掲載

○この脂質は人にも存在し、老化とともに減少
していくことが分かりつつある。将来的に、人
の正常な感覚機能の維持や、感覚機能障害
の改善・予防のための脂質を使った技術開
発に役立つ可能性がある。

○危険なレベルの物理的刺激や温度刺激を
感じるセンサーの感受性を調節する新しい
脂質を発見した。また、ショウジョウバエに
おいて、この脂質を失った場合、接触や熱
刺激からの逃避行動が弱まることを明ら
かにした。
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Point

関係する主な本学教員

CTで「胃カメラ」を再現。次世代の低線量・胃がん検診へ
愛知県唯一のX線CT専門技師と大学病院が挑む、AI時代を見据えた新画像技術

みどり市民病院 大橋 一也 技師長

2026年3⽉20⽇に第8回日本消化管バーチャルリアリティ学会で発表

○CT画像から胃内部をVRゴーグルにより立体
的に可視化する「バーチャル内視鏡検査法」
を開発した 。2管球CTによる超高速撮影と独
自開発のソフトウェアを用い、バリウムやカメ
ラ挿入なしで実物に近い質感の3D画像を実
現する 。プレフィルタ技術により被ばく線量も
大幅に低減可能である。

○内視鏡専門医不足の解消や検診受診率向
上が期待されており、AI融合や早期の実臨
床導入が期待される。

Point

カリウムイオンがイオンチャネルのスイッチに！
―細胞外カリウムイオンを感知して開閉するチャネル分子の発見―

薬学研究科 鈴木 力憲 講師

「Nature Communications」オンライン版に2026年4⽉23⽇に掲載

○動物において、細胞外カリウムイオン（K+）
で開閉するイオンチャネル分子を初めて発
見し、そのK+結合メカニズムを解明した。さ
らにヒトのイオンチャネルでも、同様のメカ
ニズムが残存していることを発見した。

関係する主な本学教員

生体肝組織と同様な連続的胆汁排泄をin vitroで再現

Point

関係する主な本学教員

「Cell Reports Physical Science」に2026年4⽉1⽇に掲載

薬学研究科 荒川 大 教授

○微細加工技術や細胞極性制御技術を駆使
することで、培養肝細胞が分泌した胆汁成
分を細胞外へと連続的に排泄させ、さらにそ
れらを非侵襲的に回収することが可能な新
規肝細胞培養デバイスを開発した。

○培養肝細胞からの連続的な胆汁排泄を
可能にしたことは、in vitroにおける肝臓
の生理機能の再現に向けた極めて大き
なブレイクスルーであり、創薬研究や肝
疾患研究への応用が高く期待される。

○本研究で細胞外K+に応答する新しいメカニズムや病気との関連が明ら
かになり、これらを標的とした治療薬の開発につながることも期待される。

○細胞外K+が細胞機能を調節する新しい
シグナルとして働くことを示唆している。



Point

関係する主な本学教員

国内電波望遠鏡もブラックホール撮影の最前線へ
〜野辺山45m望遠鏡に搭載する新たな受信機開発プロジェクトがスタート！〜

理学研究科 秦 和弘 准教授

○世界最高級の性能を持つミリ波帯の望遠
鏡である野辺山45m電波望遠鏡に、新たな
ミリ波帯受信機を搭載するプロジェクトを開
始した。

○地球規模の国際観測ネットワークに参加
することで、ブラックホールの動画をはじめ
とする天文学のフロンティアを切り開くとと
もに、新たなミリ波技術の開発と実用化が
より一層進んでいくことが期待される。

Point

細胞の小さな「アンテナ」が、脳領域の形成を制御することを
発見- ヒト脳オルガノイドで一次繊毛シグナルの働きを解明-

医学研究科 嶋田 逸誠 講師、橋本 寛 助教、加藤 洋一 教授

「Nature Communications」に2026年5⽉22⽇に掲載

○ヒト脳オルガノイドを用いて、神経幹細胞
の一次繊毛シグナルを解析した結果、一
次繊毛内の分子の位置や信号が、神経幹
細胞の領域性を調節することが示された。

関係する主な本学教員

名古屋市の常勤スクールカウンセラー配置後、生徒の相談利用率と
認知度が上昇 ―学校内心理支援へのアクセス改善を示す記述的データ―

Point

関係する主な本学教員

「Child and Adolescent Psychiatry and Mental Health」に2026年4⽉29⽇に掲載

医学研究科 山田 敦朗 教授、坂田 昌嗣 講師
人間文化研究科 坪井 裕子 教授

○名古屋市が2014年より市立中学校に
常勤スクールカウンセラー（SC）を配
置する政策を導入し、学校内でより身
近な心理支援体制の構築を進めてき
た。本研究は、その政策下で生徒・教
員・保護者のSC利用や認識がどのよ
うに変化したかを検討した。

○調査の結果、SCへの相談経験率は7年間で約4倍に増加し、認知度も大きく向上した。さら
に、相談経験者の満足度は大幅に上昇し、2021年には約95％が肯定的に評価した。

○一次繊毛の異常は、繊毛病や精神発達遅
延などの疾患の原因であることが知られて
おり、本研究の成果は、こうした疾患で脳
発生に異常が生じる仕組みを理解するた
めの手がかりになるだけでなく、治療法開
発の足掛かりになる。

2026年より科学研究費補助金（日本学術振興会）に採択
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